
７
月
20
日
投
開
票
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
日
本
共
産
党
は
３
議
席

を
獲
得
し
ま
し
た
。
東
京
選
挙
区

の
吉
良
よ
し
子
氏
（
現
）
、
比
例

で
小
池
晃
氏
（
現
）
、
そ
し
て
白

川
よ
う
子
氏
の
２
議
席
で
す
。

島
根
の
日
本
共
産
党
比
例
票
は

１
５
，
１
８
３
票
（
得
票
率
４
.

８
４
％
）
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
で
、
白
川
よ
う
子
候
補
を

西
日
本
17
県
で
ご
支
援
戴
き
議
席

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目

標
の
比
例
５
議
席
の
獲
得
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
来
の

私
た
ち
の
奮
闘
で
、
自
民
党
・
公

明
党
が
参
議
院
で
も
少
数
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
参
院
選
で
は
、
外
国
人

を
差
別
し
、
憎
悪
を
煽
る
排
外
主

義
を
許
し
て
い
い
の
か
が
大
き
な

問
題
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
、
自
民
政
治
の
延
命
に
手
を

貸
す
勢
力
や
排
外
主
義
の
潮
流
に

対
し
、
す
べ
て
の
世
代
の
利
益
に

立
っ
た
論
陣
を
張
っ
て
た
た
か
い
、

国
民
と
の
新
し
い
連
帯
を
広
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か
」
も
問

わ
れ
、
「
消
費
税
５
％
緊
急
減
税
」

「
大
軍
拡
で
な
く
、
外
交
で
平
和

を
」
な
ど
、
ど
の
課
題
で
も
具
体

的
な
解
決
策
を
示
し
て
た
た
か
い

ま
し
た
。

参
院
選
投
開
票
か
ら
一
夜
明
け

た
21
日
、
鳥
取
・
島
根
選
挙
区
を

駆
け
巡
っ
た
党
島
根
県
常
任
委
員

の
亀
谷
優
子
氏
を
先
頭
に
日
本
共

産
党
島
根
県
委
員
会
、
県
議
団
、

市
議
団
は
、
松
江
市
内
で
選
挙
結

果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
亀
谷

氏
は
「
消
費
税
減
税
、
島
根
原
発

の
稼
働
ス
ト
ッ
プ
や
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
な
ど
に
向
け
て
引
き
続

き
全
力
を
挙
げ
る
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
議
席
を

フ
ル
活
用
し
「
消
費
税
減
税
」

「
医
療
・
介
護
の
危
機
打
開
」

「
原
発
稼
働
ス
ト
ッ
プ
」
な
ど
公

約
実
現
へ
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

宣
伝
に
は
、
上
代
善
雄
県
委
員

長
、
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両

県
議
、
た
ち
ば
な
ふ
み
松
江
市
議

団
長
、
佐
野
み
ど
り
、
樋
野
伸
一

両
市
議
、
村
穂
江
利
子
県
副
委
員

長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
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大軍拡でなく外交で平和を

物価高騰から暮らしまもれ

給料アップ大企業の責任で

参
議
院
選
挙
の
比
例
代
表
で
、

元
香
川
県
議
会
議
員
の
白
川
容
子

氏
が
初
め
て
の
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

白
川
氏
は
、
徳
島
県
出
身
の
59

歳
。
２
０
０
３
年
か
ら
香
川
県
議

会
議
員
を
４
期
務
め
、
17
年
、
21

年
、
24
年
と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
比

例
代
表
選
挙
に
挑
戦
。
24
年
11
月

に
参
議
院
比
例
の
候
補
者
と
な
り
、

中
国
・
四
国
・
九
州
沖
縄
と
西
日

本
17
県
を
駆
け
巡
り
、
西
日
本
で

進
む
基
地
強
化
や

暮
ら
し
の
現
場
に

足
を
運
び
ま
し
た
。

白
川
氏
は
「
不

屈
に
戦
う
沖
縄
の

み
な
さ
ん
、
人
手

不
足
や
経
営
難
で

『
こ
の
ま
ま
で
は

廃
業
す
る
』

と

悲
鳴
を
あ
げ
る
病

院
や
介
護
事
業
所
や
『
お
米
が
高

く
お
か
わ
り
禁
止
に
』
と
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
広
島
の
小
学

生
の
話
が
胸
に
刺
さ
っ
て
離
れ
ま

せ
ん
。
「
命
の
声
」
を
国
会
に
届

け
る
の
が
仕
事
で
す
」
と
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
「
女
性
の
声
が
政

治
に
反
映
さ
れ
な
い
社
会
の
ま
ま

で
い
い
の
か
」
と
政
見
放
送
で
少

子
化
対
策
と
し
て
出
産
を
前
提
と

し
た
婚
活
な
ど
に
疑
問
を
呈
し
ま

し
た
。
「
各
地
で
熱
い
期
待
を
感

じ
た
。
や
は
り
日
本
共
産
党
の
女

性
議
員
が
必
要
だ
と
押
し
上
げ
て

戴
い
た
と
思
う
。
医
療
現
場
出
身

者
と
し
て
ま
ず
ケ
ア
労
働
者
の
待

遇
を
改
善
し
た
い
。
選
択
的
夫
婦

別
姓
、
同
性
婚
な
ど
押
し
込
め
ら

れ
て
き
た
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
願
い
を
実
現
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

決意表明する亀谷氏と日本共産党島根県委員会常任委員ら

「
命
の
声
」
届
け
政
治
を
変
え
る

白
川
容
子
氏
初
当
選
ー
参
議
院
選
挙

国
民
平
和
大
行
進
が
７
月
22
日

に
松
江
市
に
入
り
ま
し
た
。
今
年

は
長
崎
在
住
で
被
ば
く
二
世
の
尾

崎
庸
美
さ
ん
を
通
し
行
進
と
し
て

迎
え
、
原
水
爆
禁
止
島
根
県
協
議

会
事
務
局
の
西
村
容
子
さ
ん
、
徳

永
和
洋
事
務
局
長
ら
が
松
江
市
役

所
を
訪
れ
、
松
江
市
議
団
が
同
席

し
ま
し
た
。

尾
崎
氏
は
「
両
親
、
祖
父
母
、

兄
が
被
爆
。
被
爆
２
世
と
し
て
核

兵
器
廃
絶
の
運
動
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
退
職
し
、
今
回
初
め
て

通
し
行
進
者
に
。
二
度
と
核
兵
器

の
使
用
が
さ
れ
な
い
よ
う
訴
え
続

け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
徳
永

氏
は
「
今
年
は
被
爆
80
年
、
平
和

首
長
会
議
が
日
本
政
府
に
対
し
日

本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す

べ
き
と
要
請
し
た
。
松
江
市
も
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
お
り
、

い
っ
そ
う
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

応
対
し
た
中
岡
総
務
部
次
長
は

「
松
江
市
は
平
和
都
市
宣
言
し
、

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
。

今
年
も
学
校
や
公
民
館
で
原
爆
パ

ネ
ル
展
を
行
い
、
新
婦
人
の
原
爆

パ
ネ
ル
展
も
後
援
し
て
い
る
。
市

と
し
て
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。
松
浦
市

議
会
事
務
局
総
務
係
長
は
「
松
江

市
議
会
は
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
を

宣
言
し
（
Ｈ
18
）
、
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
決
議
を
あ

げ
て
い
る
。
核
兵
器
の
な
い
公
正

で
平
和
な
世
界
へ
と
の
思
い
は
同

じ
」
と
話
し
ま
し
た
。

平
和
行
進
は
、
同
日
松
江
市
内

で
取
り
組
ま
れ
、
65
名
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

国

民

平

和

大

行

進

が

松

江

市

役

所

を

訪

問

通し行進尾崎氏と訪問団、
中岡次長、松浦係長と市議団

抱負を語る白川容子氏

松江駅前集会参加の皆さん


